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中
期
的
な
国
家
公
務
員
制
度
に
関
す
る
質
問
主
意
書

今
次
人
事
院
報
告
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
高
齢
者
雇
用
の
問
題
を
含
め
、
中
期
的
な
国
家
公
務
員
制
度
に
関
し
、
以
下
五
項

目
に
わ
た
り
質
問
す
る
。

�

高
齢
者
雇
用
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
定
年
退
職
後
の
無
年
金
期
間
が
発
生
す
る
こ
と
、
ま
た
、
幹

部
職
員
の
勧
奨
退
職
に
伴
う
問
題
な
ど
、
定
年
ま
で
の
雇
用
や
定
年
延
長
の
検
討
が
必
要
と
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、
今
後
の
内

閣
に
お
け
る
対
処
方
針
は
い
か
が
か
。

�

行
政
職
俸
給
表
（
一
）
年
齢
階
層
別
人
員
を
み
る
と
、
総
数
約
一
五
万
七
千
人
に
対
し
、
六
十
歳
以
上
は
一
一
一
人
の
現

状
で
あ
り
、
各
四
歳
区
分
で
の
在
籍
者
が
約
一
〜
二
万
人
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
定
年
延
長
に
よ
る
定
数
へ
の
影
響

や
、
新
卒
者
の
採
用
数
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
人
事
院
と
し
て
の
考
え
は
い
か
が
か
。

�

早
期
勧
奨
退
職
を
禁
止
し
た
場
合
、
定
年
ま
で
職
員
が
省
庁
に
残
る
こ
と
と
な
る
。
一
方
、
「
総
人
件
費
の
二
割
削
減
」

を
掲
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
高
齢
者
雇
用
の
導
入
と
の
調
和
を
内
閣
と
し
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

�

複
雑
化
す
る
行
政
需
要
へ
の
対
応
に
よ
り
様
々
な
職
名
の
ス
タ
ッ
フ
職
が
新
設
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
一
面
、
組
織
に
は

単
純
・
明
快
な
ラ
イ
ン
制
も
求
め
ら
れ
る
も
の
と
思
う
。
内
閣
と
し
て
の
考
え
は
い
か
が
か
。

一



�

総
務
省
及
び
人
事
院
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
十
一
年
の
国
家
公
務
員
採
用
者
（
Ｉ
種
試
験
等
事
務
系
区
分
）
に
お
け

る
女
性
の
割
合
は
三
十
�
六
％
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
平
成
二
十
年
の
本
省
課
室
長
担
当
職
以
上
の
国
家
公
務
員
の
占
め

る
女
性
の
割
合
は
二
�
〇
％
で
あ
る
（
係
長
：
十
七
�
四
％
、
補
佐
：
五
�
七
％
）
。
今
後
は
さ
ら
に
女
性
の
進
出
が
求
め

ら
れ
て
い
く
も
の
と
思
う
が
、
内
閣
と
し
て
の
考
え
方
、
対
処
方
針
は
い
か
が
か
。

右
質
問
す
る
。

二


